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15世紀ロンドンの「外国人」金細工師

―3名の「外国人」の活動と金細工師ギルド―

佐々 井 　 真 知*

　中世後期のロンドンで，イングランド外から来た人々が商工業者として活動していたこと
は，以前から指摘されてきた（1）。本稿では便宜上，これらの人々を「外国人」と称すること
とする（2）。イングランドの「外国人」に関する研究は近年盛んに行われており，特に 2012

年から 2015年に実施されたプロジェクト，“England’s Immigrants 1330-1550: Resident Aliens 

in the Late Middle Ages” の成果となるオンラインデータベースが公開されて以降，このプロ
ジェクトの関係者をはじめとする複数の研究者が，イングランド全体における「外国人」の
分布や「外国人」と社会とのかかわりなど多様な観点から「外国人」について論じている（3）。
加えて，「外国人」が比較的多く見られた職種に関する研究では，かねてより「外国人」の
活動が言及されてきた（4）。今後は，上記のデータベースの活用や近年の「外国人」研究の進
展の成果の受容により，より詳細な，また新しい視点からの研究が可能になると期待される。
たとえば，個々の「外国人」に関する情報を集めてイングランドでの活動を再構成してその
背景を推測することも，より多くの「外国人」について可能になるだろう。一人の「外国人」
に焦点を当てることは，単なる事例の提示にとどまらず，その人物をめぐる社会の状況を照
らし出すことにつながると考える。さらに，そのような事例が積み重なれば，ロンドン市当
局や同職ギルド，またロンドンの人々などによる「外国人」をめぐる対応の実態が見えてく
るのではないだろうか。
　そこで本稿では，「外国人」が多く活動していた職種の一つである金細工業に注目し，ロ
ンドンにおける 3名の「外国人」金細工師の具体的な活動を明らかにしていきたい。当然な
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がら，数多くの「外国人」金細工師のうちのわずかな人数の，それも長期間にわたるであろ
う活動のうちの数件が明らかになるにすぎないし，取り上げた若干名の人生と同じような道
筋をほかの「外国人」が歩んだと考えるべきでもない。しかし，特定の個人のロンドンにお
ける人生を部分的であれ再構成することは，中世後期のロンドンで「外国人」に何が可能だっ
たのか，すなわち当時のロンドンは「外国人」に何を認め，あるいは求めていたのかを映し
出す作業であり，「外国人」とロンドン社会の関係を考えるうえで必要な作業だろう。特に，
一時的な滞在者としての「外国人」ではなくロンドンに定着した「外国人」を取り上げるこ
とは，「外国人」とロンドン社会とのかかわりをより詳細に描き出すことを可能にするので
はないか。冒頭で述べた通り，近年実施されていたプロジェクトが “Resident Aliens” すな
わちイングランドに「居住している外国人」に注目したことも，イングランドに定着した者
としての「外国人」が当時のイングランドにとって少なからぬ意味を持っていたことをうか
がわせる。個々の「外国人」の活動を再構成する試みはすでに実践されてきており，たとえ
ば金細工師についてはユトレヒト出身のMarcellus Mauresが取り上げられている（5）。本稿で
取り上げる 3名はMauresほどには現存する史料が多くないものの，同職ギルドと「外国人」
との関係を考察する材料を提供しているという点では検討する価値があるだろう。
　以下では，金細工師ギルドと「外国人」について金細工師ギルドの議事録・会計簿（以下，
議事録と記す）から概観した後，議事録に多く登場する 3名の「外国人」金細工師を取り上
げる。England’s Immigrantsのデータベースやそのほかの史料も用いながら，15世紀のロン
ドンに，また金細工師ギルドに定着した 3名の活動を見ていきたい。

　金細工師とは，金・銀や宝石などを用いて食器類や装飾品類を製作し，販売する人々であ
る（6）。金細工師から成る同職ギルドすなわち金細工師ギルドは，ロンドンでは 12世紀後半
からその存在が確認されている。1327年にエドワード 3世より最初の特許状を与えられ，
以後，王が代わるごとに更新されている。王からの特許状により，ロンドンのみならずイン
グランド内のすべての市（“fairs”）での金・銀や金製品・銀製品の検査，監督，試金，管理
の権限を与えられており，ロンドンの金細工師ギルドはイングランド全域に影響を及ぼして
いたと言える。ロンドン市内における金細工師ギルドの特徴としては，同職ギルドとして大
規模かつ裕福であったこと，多くの「外国人」が活動しており，「外国人」への対応を規約
等で定めていたことが挙げられる（7）。
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　ロンドンの金細工師ギルドが作成した議事録や規約集では，「外国人」を指すと思われる
ことばとして，現代英語での “aliens”，“foreigners”，“strangers”，“Dutchmen” に相当する
アングロ・ノルマン語，ラテン語，中世英語が使われている（8）。このいずれもが「外国人」
を指している可能性がある一方で，特に “foreigners” と “strangers” はイングランドのロン
ドン以外の地域の出身者を指す場合もある。さらに “Dutchmen” は，中世後期イングランド
の「外国人」を対象とする研究においてはドイツ・フランドル地方の出身者を指すとするこ
とが定着しているが，金細工師ギルドの議事録では明らかにこれらの地域以外の出身者も
“Dutchmen” とされる場合があり，「外国人」とほぼ同義として使われていると考えること
もできる（9）。したがって，これら 4つのことばが常にイングランド以外の地域の出身者を指
していたり，特定の地域の出身者を指していたりするわけではなく，これらのことばが付さ
れた人物をどう判断するかには注意を要する。ただし，少なくとも，これらのことばが付さ
れた人物はおそらく「ロンドンの金細工師ギルドで徒弟訓練を受けていない人物」と見なさ
れており，そのような人々を当時の金細工師ギルドがその時点では区別しようとしていたこ
と，あるいは人物を特定する属性としてこれらのことばが必要とされたことは重要である。
本稿で金細工師ギルドの議事録から「外国人」を抽出する際の基準については２.で詳しく
述べる。

　金細工師ギルドと「外国人」とのかかわりについては，中世の金細工師ギルドの概説を記
したレッダウェイとウォーカーの著書で言及されている。14世紀に関しては，金細工師ギ
ルドは王族に製品を提供するような「外国人」金細工師を管理の対象とすることは難しかっ
たが，それ以外の「外国人」金細工師に対しては監視の目を強めていたとしている（10）。そ
の根拠の一つとして，1385年度の金細工師ギルドの議事録に「“Dutchmen and foreign 

goldsmiths” の金細工師を訴える費用として」法律家等に 40シリングを支払ったとあること
を取り上げ，金細工師ギルドが “Dutchmen” すなわち「外国人」をめぐる問題に直面してい
たことを指摘している（11）。15世紀に関しては，“Fifteenth-Century Problems” と題した章で，
金細工師ギルドが抱える「問題」の一つであった「外国人」金細工師の流入と金細工師ギル
ドの対応を概観している（12）。
　レッダウェイらの研究は中世の金細工師ギルドの歴史を描くことに重点が置かれているた
め，「外国人」金細工師への対応や個々の「外国人」金細工師の活動については断片的に紹
介されているのみである。本稿では，レッダウェイらの研究も参考にしながら，史料に基づ
いて一人一人の「外国人」金細工師の活動を時系列的に描くことを重視したい。この点では，
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本稿はユトレヒト出身のMarcellus Mauresという金細工師のロンドンでの活動を明らかに
したサットンの研究に連なるものである（13）。Mauresは 15世紀後半のロンドンで金細工師
として活動し，1482年にデニゼーション開封書状を得ている（14）。1483年には 17名もの職
人を抱えていたことが明らかであり，王室にも製品を提供していたことから，金細工師とし
ての活動をかなり大規模に展開していたと言える（15）。不良品製作により金細工師ギルドか
ら罰金を徴収されたこともあった（16）。サットンはMauresの活動について，高品質の製品を
王室に提供したこと，ユトレヒト出身でイングランドという異国の地で金細工師として成功
したこと，彼の活動が金細工師の仕事をめぐる 15世紀後半の大きな変化を映し出している
こと，の 3点から，興味深い事例だと結論付けている（17）。また近年では，デイヴィスが，
ロンドンの金細工師ギルドと仕立商ギルドについて，「外国人」への対応を論じている（18）。
その中でデイヴィスは，金細工師ギルドの特徴として「外国人」が親方として登場する例が
ほかの同職ギルドと比較すると多いことを挙げている（19）。また，金細工師ギルドも仕立商
ギルドも「外国人」を取り込むことを目指していたことを指摘し，都市における生産や流通
を考える際に「外国人」が果たした役割を考慮することの重要性を強調している（20）。
　レッダウェイとウォーカー，サットン，デイヴィスが史料として依拠しているのは，主に
金細工師ギルドの規約と議事録である。規約は 1478年にその時点での規約の集成が作成さ
れ現存しているほか，議事録にも記されている場合がある（21）。議事録は 1334年度以降のも
のが現存しており，レッダウェイらの著書の刊行後にジェファソンによって 1334年度から
1446年度について刊行された（22）。議事録は，年度ごとにその年度の監事 4名の氏名から書
き始められており，各種の支出（貧しい成員への援助金，祝宴時の出費，各種の贈答品の費
用など）と収入（徒弟登録時や徒弟訓練修了時の納入金，罰金など）のほか，様々な決定事
項や個々の金細工師への対応が記載されている。すなわち，会計簿にあたる内容と，議事録
にあたる内容が年度ごとにまとめられたものととらえることができる。刊行された議事録は，
原語（アングロ・ノルマン語，ラテン語，中世英語のいずれか）に現代英語訳が併記されて
いる。本稿では，この刊行された議事録を主な史料として用いる。レッダウェイらは個々の
金細工師の遺言書も使用しているが，本稿で取り上げた「外国人」金細工師の遺言書は現存
していない。またサットンは，1483年のリチャード 3世と王妃アン・ネヴィルの戴冠式に
関する会計簿も主要な史料として用いているが，本稿で対象とする「外国人」金細工師が活
動していたのは 15世紀前半であり，戴冠式に関与していないため用いない。なお，本稿で個々
の外国人に関して使用した史料については，３.のそれぞれの「外国人」金細工師に関する
記述内で言及する。
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　金細工師ギルドの議事録には，どれほどの数の「外国人」が登場するのだろうか。本稿で
は，議事録を通読したうえで以下の 3点のうち少なくとも 1点に該当する者を「外国人」と
判断し，抽出した（23）。抽出するにあたっては，ジェファソンによる翻訳を参考にした。ジェ
ファソンは，史料中の “Dutch” あるいは “Dutchman” についてはかっこ（‘　 ’）を付したう
えでそのまま記し，“strangers”，“foreigners”に相当する原語については文脈に応じて“aliens”
という語も使って訳し分けたと述べている（24）。“aliens” に相当する原語については特に言及
していないが，おそらくそのまま “aliens” と訳している（25）。
　本稿で金細工師ギルドの議事録に登場する人物を「外国人」と判断する基準の 1点目は，
個人名に “alien” あるいは “Dutchman” と付されている者である。たとえば，本稿で対象と
する3名のうちの一人は“Henry Wortesburgh, Dutchman”と記されている。2点目に，ジェファ
ソンによる翻訳で “aliens” あるいは “Dutchmen” の一覧とされる箇所に含まれている者であ
る。たとえば，「上記の監事の任期中に，活動する許可を与えられた “aliens” の氏名」とい
う一覧の下に，複数名がリストアップされている（26）。ただし，この一覧では “Andrew de 

Sandwich” などイングランド内のロンドン以外の地域からの者と判断できる人物も少数だが
見られる（27）。この場合も，明らかにイングランド以外の出身と考えられる人物と並列する
形で記載されていることに注目して「外国人」数に含めたが，今後精査する必要がある。3

点目に，氏名に “de Brabant”，“von（van）Cologne” など，イングランド以外の地名が付記
されている者である。以上の 3点のうち 2点以上が該当する人物もいる。
　調査の結果，刊行された 1334年度から 1446年度までの議事録のうち，過半数の年度の議
事録に「外国人」に関する記載があった。実数は約 380人にのぼる。この数字は，上述の通
りイングランド内の出身者が若干名含まれること，また同一人物かどうかの判断が困難な例
もあることから，あくまで概数である。金細工師ギルド内で同時期にどの程度の数の外国人
が活動していたかについては不明だが，1436年度の議事録にはカレー包囲戦のための寄付
金納入者の一覧があり，金細工師ギルドのリヴァリ，ヨーマン，“Dutchmen” の寄付金納入
者の数と納入金額が明らかになる（28）。この寄付金納入者の一覧は「ロンドン市によってカ
レーの包囲戦に送られた様々な槍と兵士のために，金細工師ギルドから支払われた費用」と
題されている。続けて「すなわち，2名の槍兵と 12名の弓兵」とあることから，ロンドン
市当局が武器や兵士を派遣するための費用を各同職ギルドから徴収することになり，そのう
ちの金細工師ギルドが負担した分が記されていると推測される。この一覧によると，リヴァ
リは 56名で，合計 13ポンド 15シリング 4ペンスを納入している。納入金額は個人によっ
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て異なり，6ペンスから 40シリングまで多様だが，平均すると一人あたり 4シリング 11ペ
ンスを納入していることになる。ヨーマンは 30名で，合計 29シリング 10ペンスを納入し
ている。納入金額は 4ペンスから 3シリング 4ペンスまであり，一人あたり約 12ペンス（1

シリング）となる。一方，“Dutchmen” と記された，「外国人」と見なすことのできる金細
工師は 42名で，合計 19ポンド 13シリング 10ペンスを納入している。8ペンスから 53シ
リング 4ペンスまでとその額は多様だが，平均すると一人あたり 9シリング 5ペンスである。
この寄付金の納入から判断すると，「外国人」は，一人あたりの金額としても合計としても，
寄付金への貢献度はリヴァリやヨーマンよりも高かったと言える。人数を見ても，リヴァリ
が 56名，ヨーマンが 30名，“Dutchmen” が 42名であり，「外国人」は 1436年当時の金細
工師ギルドの中でも無視できない存在であったことは間違いないだろう。
　また，長期間活動している「外国人」金細工師がいたことも議事録から明らかになる。後
述するように，本稿で扱う 3名も長期間の活動が確認できるが，ほかにも，たとえば Galeas 

Taverne of Amelonは 1409年度から 1424年度まで，Gerard Alfkyn of Utrechtは 1408年度か
ら 1425年度まで議事録に登場しており，15年以上ロンドンで金細工師として活動していた
と推測される（29）。Hans Blytheは，1420年度から 1445年度までの活動が確認できる（30）。
　以上のように，刊行された議事録がカバーする年度の半分以上の年度に「外国人」金細工
師が登場していること，1436年度の寄付金納入者一覧に見る限り “Dutchmen” の数は全納
入者の 3割を超えていること，長期間活動している「外国人」が確認できることから，金細
工師ギルドにとって「外国人」金細工師の存在は珍しいものではなかったと言える。むしろ，
日常的にかかわる存在だったのだろう。14世紀後半から 15世紀末までに作成された金細工
師ギルドの規約に「外国人」金細工師に関する取り決めが断続的に複数見られることも，こ
れを裏付ける（31）。

　議事録から抽出した「外国人」は，出身地がわかる場合もある。氏名の後に地名が記され
ているものと，氏名の一部として地名が記されているものを取り出すと，30か所あまりの
地名が明らかになる。表記の例としては，“Johan de Gaunt （John de Ghent）”“Henricus Entz 

de Colonya（Henry Entz of Cologne）”などである（32）。これらの地名は厳密に言えば，出身地
かどうかはわからない。しかし，ロンドンの金細工師ギルドの議事録に「〇〇のジョン」「〇〇
のヘンリ」などと記されているということは，本人がそのように申告したか，あるいは周囲
の人々がそのように理解していたということだろう。このため，その場所が当人の厳密な意
味での出身地ではなかったとしても，何らかのつながりがあった土地と判断することは妥当
であり，本稿では便宜上「出身地」ということばを用いる。
　最も多くの地名が見られるのは，ドイツ・フランドル地方である。55名について具体的
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な地名が明らかになる。ケルンが 15名と最も多く，ドルドレヒト，ホラントが各 4名，ア
ンダーナッハ，ウエストファリア，ブラバントが各 3名，ブリュージュ，ザクセンが各 2名
である。1名ずつの地名は，ライデン，ブリュッセル，ハノーファー，オスナブリュック，
ヘント，ゼーラント，ユトレヒト，ヴァランシエンヌ，ドルトムント，エノー，フリースラ
ント，リューベック，ネーデルラント，ヘルダーラント，フランクフルト，ブレーメン，リ
ンブルク，ウルム，ドイツ（Almain）である（33）。ロンドンで活動する「外国人」金細工師
にはドイツ・フランドル地方出身者が多かったという点は先行研究でも指摘されているが，
議事録の調査からは，ドイツ・フランドル地方の中でも多様な地域の出身者が見られたこと
を付け加えたい（34）。ケルンが 15名と突出しているものの，それを除けば特定の都市に偏る
ことなく，広範囲からの金細工師がロンドンで活動していたと言える。
　ドイツ・フランドル地方に次いで多いのはフランスおよびイタリアで，それぞれ 6名を確
認できる。フランスは「フランス」が 2名，パリが 2名，ボルドーが 2名である（35）。イタ
リアはフィレンツェが 5名で，残る 1名はパヴィアである。これらのほかに，「アイルランド」
が 4名見られる。
　これらの「外国人」については，特定の時期に特定の地域の出身者が多いという傾向は見
られない。15名のケルン出身者も，1345年度から 1441年度まで間欠的に見られ，1404年
度に 2名のケルン出身者が登場するほかは 1年度に 1名のみの登場である。出身地が記され
ている例から考えると，同一の都市から複数の金細工師が連れ立ってロンドンに来るのでは
なく，それぞれの金細工師が別個に来たと推測される。しかしながら，本稿で扱う Albright 

Andirnakとその徒弟のように，出身地域におけるつながりがロンドンで生かされているこ
とが示唆される事例もあり，「外国人」金細工師が出身地でのネットワークを完全に断って
ロンドンに来たとは考えにくい。出身地とのつながりは「外国人」の活動を考えるうえで重
要な視点だが，ここでは，金細工師ギルドの議事録から判断する限りでは，同時期に特定の
都市から大挙して「外国人」が来たとは言い難いということを指摘するにとどめたい。
　ただし，フィレンツェ人については，1427年度に 3名の氏名が記され，まとめて「フィ
レンツェ人，200ポンド」とある（36）。ほかには 1369年度と 1395年度にそれぞれ 1名確認で
きるのみである（37）。1427年度の 3名が同時に金細工師ギルドに 200ポンドという多額の金
銭を納めた背景は不明だが，フィレンツェ人の総数が 5名とそもそも少数であるために，特
定の時期に特定の地域の出身者が多いという傾向とは見なせないだろう。

　議事録には，様々な形で「外国人」が登場する。まず，ロンドンの金細工師ギルドから金
細工師として活動する許可を何らかの形で得る場合である。これには，金細工師として働く
ために納入金を支払ったり宣誓したりした場合にその「外国人」の氏名が議事録に列挙され
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る場合，徒弟をとるために納入金を支払った「外国人」親方およびその徒弟の氏名が記され
る場合，徒弟訓練を修了した「外国人」が職人として登録する場合が含まれる（38）。徒弟採
用に関する記載と徒弟訓練を修了した職人の登録の記載は，親方，徒弟，職人が「外国人」
であるか否かによって記載方法が変わることはなく，毎年度の一覧の中に「外国人」が散見
される。一方で，徒弟や職人という形ではなく独立した金細工師として働く場合は，短期間
の許可であれば一覧でまとめて記されるが，後述するように高額を納入して金細工師ギルド
のフリーマンとなる，すなわち金細工師ギルドの正式な一員となり，ロンドンで徒弟訓練を
受けた金細工師と同様の活動に従事することの許可であれば，個別に記されている。
　次に，罰金の徴収に関して「外国人」が登場する場合も多い。「外国人」であるか否かを
問わず，不良品製作や規約違反などにより罰金を徴収される金細工師は数多く見られ，年度
ごとにそのような金細工師の氏名と罰金徴収の理由，罰金の額が列挙されている。たとえば
1409年度に，Nicholas, ‘Dutchman’ がバックルとペンダントを製作する際の不正について 2

シリングの罰金を徴収されている（39）。罰金の徴収の理由として多く見られるのはこのよう
な不良品の製作だが，1423年度の Clays, ‘Dutchman’ のように，監事の許可を得ずに別の金
細工師とともに働いていたことにより罰金を徴収された者もいる（40）。いずれにしても，罰
金の徴収に関して「外国人」金細工師がそのほかの金細工師と分けて記載されることはなく，
罰金納入者の一覧の中に登場している（41）。
　以上で述べた 2パターンが「外国人」が同職ギルドの史料に登場するパターンとして多く
見られることは，デイヴィスも指摘している（42）。加えて，「外国人」に関する取り決めが議
事録に記される場合がある。これは特定の「外国人」に対するものではなく，「外国人」全
体に向けてのものである。「外国人」に関する取り決めは 1478年に作成された金細工師ギル
ドの規約集に含まれているが，議事録からも 14世紀半ばから 15世紀前半の間，断続的に「外
国人」に関する様々な取り決めが定められていたことがわかる（43）。一部は規約集に収録さ
れたものと内容が重複しているが，これは，議事録に収録されたものがその後規約集にまと
められたためである（44）。
　最後に，「外国人」が間接的な理由で議事録中で言及される場合である。たとえば，イン
グランド人が罰金を取られる理由として「外国人」が登場する。1403年度に Thomas 

Langtonという金細工師が，料理人だった “Dutch” の少年に金細工師の仕事をさせたために
20シリングの罰金を科されている（45）。ここからはイングランド人金細工師に料理人として
雇用される「外国人」がいたことが明らかになるが，金細工師の仕事をさせたという文言か
らは，Langtonは当初からその少年を職人として使うことを考えており，料理人はその隠れ
蓑だったという可能性もある。いずれにしても，金細工師として活動するイングランド人の
もとで何らかの役割を持った「外国人」が雇用されていた例と言える。ほかには，同じく
1403年度に，John Lincolnの徒弟であるWalter Prataが働いた不正が列挙されているが，そ
の一つに，Lincolnの所有物である金と銀のカップを持ち出し，フランドル人の John Sasse
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とともにフランドルに渡ろうとしていたことが挙げられている（46）。John Sasseが彼自身の親
方である金細工師の Richad Fraunceysにこの計画を話したことで明るみに出たようである。
Prata自身がフランドル人だったのかは不明だが，フランドル人徒弟と共謀してフランドル
に逃れようとしていた点が興味深い。また，1376年度には，装飾用と思われる銀製品を製
作して「外国人」に格安で販売した Geoffrey Walpoleという金細工師が，罰金を徴収されて
いる（47）。「外国人」の個人名は記されないが，金細工師は販売者と顧客という形でもロンド
ンの「外国人」とかかわっていたことが明らかになる。
　このように，議事録からは多様な立場の「外国人」が 14世紀後半から 15世紀前半のロン
ドンの金細工師および金細工師ギルドとかかわっていたことがわかる。すなわち，徒弟や職
人として金細工師ギルドに登録される者もいれば，自らが独立した金細工師として働いてお
り，徒弟や職人を登録したり，不良品を作って罰金を徴収されたりする者もいたということ
である。さらに，金細工師が仕事上の取引相手や顧客として外国人と接する場面もあったと
言える。「外国人」の数だけでなく，議事録の内容から判断しても，当時のロンドンの金細
工師ギルドおよび個々の金細工師にとって「外国人」は身近な存在であったと考えてよいだ
ろう。

　それでは，個々の「外国人」金細工師は具体的にどのように活動していたのだろうか。こ
こでは 3名を取り上げ，彼らのロンドンでの活動や金細工師ギルドとのかかわりを明らかに
していきたい。

　これまでの研究でも指摘されてきた通り，また議事録の調査からも明らかな通り，ロンド
ンで金細工師として活動する「外国人」の大多数はドイツ・フランドル地方の出身者であっ
た。ここで取り上げる Raymund Wachterは議事録では “Raymund Wachter of Paris” と記され
ており，パリ出身だとすれば，ドイツ・フランドル地方以外の出身者という点で興味深い。
しかしながら，Wachterという姓はドイツ語・オランダ語で “watchman” を意味する単語が
起源とされることから，議事録にある “of Paris” のとらえ方には慎重であるべきだろう（48）。
各種の文書に書かれる「〇〇出身」「〇〇から来た」という文言について注意が必要である
ことは，ラトキンがデニゼーション開封書状について解説した文章からも示唆される。ラト
キンは Gervase le Vulreという人物を取り上げ，1441年にフランス人としてデニゼーション
開封書状を獲得したこの人物は，他の史料からフランドルの出身であることが明らかだとし
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ている（49）。Vulreは，百年戦争中のフランスにおけるイングランド政府で，フランス語での
読み書きができる者としてイングランド王に仕えていた。したがって，フランス人としてデ
ニゼーション開封書状を得ることも妥当だと考えられるが，ラトキンは，当時フランドルは
イングランドと敵対していたブルゴーニュ公によって支配されていたため，Vulreは自らを
イングランド王ヘンリ 6世に忠誠を誓うフランス人の一人として表明することでイングラン
ドでの活躍の可能性が増すと考えたのだろうと推測している。後述するようにWachterの活
動時期は 1430年代から 1440年代であり，この Vulreのデニゼーション開封書状の取得時期
と重複する。さらに，議事録に登場する当初から，職人としての短期間の活動許可ではなく
金細工師ギルドのフリーマンとなることを認められるなど，多くのドイツ・フランドル地方
出身者の金細工師と比較すると際立った活動をしている。このため，ラトキンの推測に倣え
ば，Wachterもまた，実際はドイツ・フランドル地方出身であったとしても，ロンドンでのキャ
リア形成を目指してそれに有利になることを推測し，パリ出身として振る舞っていた可能性
はある（50）。一方で，Wachterの周囲の人々が何らかの理由で彼をパリの出身と見なしており，
議事録にそのように記された可能性も残る。
　Wachterの「出身」がどこであれ，彼のロンドンにおける活動は注目に値する。レッダウェ
イらも彼の活動に言及しており，主に 1434年（1433年度）に 4名の職人と働くために 20マー
クを納入したこと，また同年度に金細工師ギルドのフリーマンとなり，このために 40ポン
ドを納入したことに注目している（51）。レッダウェイらはWachterを，高額を支払ってギル
ドのフリーマンとなった金細工師のうちの一人，またロンドンで成功した「外国人」金細工
師の一人として取り上げているが，Wachterのロンドンでの活動を詳細に考察してはいない。
ここでは，議事録に加えてほかの史料も参照しながら，Wachterのロンドンでの活動を時系
列で整理し，それを可能にしたロンドン社会側の，また金細工師ギルド側の状況を考える準
備としたい。
　史料からわかるWachterの活動は，以下の通りである。刊行された 1334年度から 1446年
度の議事録にWachterの名が最初に登場するのは，1433年度の記述である（52）。訓練を修了
した徒弟が宣誓して職人として登録されたことを記す一覧に，Wachterの名がある。
「Raymund Wachterが宣誓した」とあり，2シリングを納めたことが記されているが，この
記述は例外的である。通常は，この一覧には訓練を修了した徒弟の氏名とその親方の氏名，
納入金の額が記され，Wachterを除く 14名もそのように記されている（53）。しかしWachter

の場合は，徒弟の氏名は記されずWachterが 2シリングを納入したとあるのみである。次に
述べるように 1434年 5月に職人とともに働く許可を受けていることから考えると，1433年
度時点でWachter自身が徒弟訓練を修了したとは考えにくい。おそらく，かねてより訓練し
ていた徒弟が訓練を修了したことを示す記述だと推測されるが，この年度以前の議事録に
Wachterによる徒弟の登録は見られない。
　このように，この記述の詳細は不明だが，同年度の別の記述から 1433年度の時点で
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Wachterが金細工師としてロンドンで積極的に活動していたことは明らかである。1434年 5

月 1日にWachterが金細工師ギルドの監事の面前で，「彼自身の部屋で，誠実にかつ公正に
金銀を用いて適切に仕事をすること，ロンドンの金細工業のあらゆる秘密を忠実に守ること」
を誓ったことが記されている（54）。そのうえで彼は監事によって「彼の部屋で，彼の 4名の
職人と働くこと」を許可され，これについて 20マークを納入したとのことである。この記
述から判断すると，20マークという高額を支払ってはいるものの，Wachterが 1433年度に
はすでに職人とともに働くことを許可されるほどにロンドンの金細工師として定着していた
と言える。このWachterへの許可に続き，議事録にはほかの 5名の「外国人」に与えられた
許可と彼らが納入した金額が記されている（55）。この 5名は「Wachterが許可されたのと同様
に働く許可を与えられた」とあるものの，Wachterとは異なり「職人の件は除く」と記され
ており，納入金もそれぞれ 3ポンド，5ポンド，5マーク，8マーク，26シリング 8ペンス
とWachterの 20マーク（13ポンド 6シリング 8ペンス）と比較するとかなり少額である。
高額を納入し 4名もの職人を使って金細工師の仕事をすることが許可されたWachterは，同
時期に金細工師ギルドとかかわりのあった「外国人」の中でも存在感のある「外国人」だっ
たと言える。
　Wachterはまた，4名の職人とともに働く許可を得た半年後の 1434年 11月 11日に金細工
師ギルドのフリーマンとなったようである（56）。議事録の記述によれば，王に忠誠を誓う者
（“ligens domini nostri regis（liegeman of our lord the King）”）となったのちロンドン市の市民
権を得られれば，金細工師ギルドのフリーマンとなることも認められる，ということが 4名
の金細工師ギルドの監事によって認められた，とある。続けて，金細工師ギルドのフリーマ
ンとなることについて，ロンドンの金細工師たちと同じように自由に金細工の仕事をするこ
とができる，と説明されている。この許可を得るためにWachterが監事らに納入した金額が，
40ポンドである。議事録のこの箇所の文言からは，厳密に言えばWachterがこの時点でフリー
マンとなったのかは不明だが，後述するように 1435年度以降にWachterが徒弟をとってい
ることから判断すると，この時点でフリーマンとなったと見なしてよいように思われる（57）。
　なお，次に述べるように「外国人」が金細工師ギルドのフリーマンとなる例はほかにも見
られるが，王に忠誠を誓うことやロンドン市の市民権を得ることが金細工師ギルドのフリー
マンとなることに先立つように書かれている点で，Wachterに関する記述は独特である。ほ
かの「外国人」については，単に金細工師ギルドのフリーマンとなったということが記され
るのみである。この違いについては現時点では不明だが，Wachterと金細工師ギルドやロン
ドン市，王権との関係を考えるうえで留意すべきだろう。
　ここで，金細工師ギルドのフリーマンとなったほかの「外国人」について整理しておきた
い。金細工師ギルドのフリーマンとなった「外国人」は 1404年度から 1441年度にWachter

のほかに 10名いる。1404年度に 1名，1422年度に 2名，1423年度に 2名，1426年度，
1427年度，1432年度に各 1名，1441年度に 2名である（58）。納入額は 4ポンドから 50ポン
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ドまでと大きく異なっている（59）。金額の差はあるが，多くの場合は「金細工師ギルドのフリー
マンとなった」とある。ただし，フリーマンとなると同時に職人の雇用を認められた例もあ
る。1427年度の Swether Silvester, ‘Dutchman’ は，2名の職人を雇うために追加で 1/2マー
ク納入している（60）。Silvesterについては同時にロンドン市の市民権も得たと書かれている
が，同職ギルドのフリーマンとなることでロンドン市のフリーマンとなる，すなわちロンド
ン市の市民権を得ることができたため，この文言の有無と金額の差に関連性はないと考えら
れる（61）。
　興味深いのは，1423年（1422年度）にフリーマンとなった Frederick Melver, ‘Dutchman’ に
関する記述である（62）。ここには「リチャード・ウィッティントンの依頼（“requisicionem”）
により」と書かれているのである。Melverは，ロンドン市長であった故リチャード・ウィッ
ティントン（1423年 3月に死亡）と何らかのかかわりがあったようで，Wachterと同様に有
力者とのつながりが金細工師ギルドのフリーマンとなることを容易にした可能性はある（63）。
この時，Melverは 4ポンドを納入している。フリーマンとなった「外国人」の中で最も少
額であるが，「ウィッティントンの依頼」と関係があるのかもしれない。
　金額の違いが何に起因するのかは現時点では不明だが，個々の「外国人」の技術力やロン
ドンでの滞在歴，WachterやMelverのように王や都市との関係が影響する可能性はある。
少なくとも，決して安くはない金額を納入してロンドンの金細工師ギルドのフリーマンと
なった「外国人」が 15世紀前半に散発的に見られたことは明らかである。彼らにとっては，
多くの金銭が必要になったとしても，ロンドンで活動するにはロンドンの金細工師ギルドに
その活動を許可されることが不可欠であったことが示唆される。一方，金細工師ギルド側に
とっては，フリーマンとなる権利を与えることは日常の業務ではなく特別なことだったよう
だ。フリーマンとなることを認めたことを記す議事録の記述が，1年間の活動許可を与える
記述や徒弟登録を示す記述，職人の雇用を示す記述のように該当者と金額を一覧で示すので
はなく，一人一人について氏名や納入金などを示す見出しとともに記すようになっているこ
とから，フリーマンとなることを認めることは「すべての会員の合意によって（“be þe 

assent of all þe cumpany （with the assent of all the company）”）」なされるべき重要なことだっ
たのだろう（64）。金細工師ギルドは，技術力の高い，または有力者との関係を持つ「外国人」
をフリーマンにしてロンドンの金細工師ギルドの一員として活動させることで，彼らの活動
を管理下に置くと同時にロンドンの金細工師ギルドの評判や名誉の向上，金細工師ギルドに
有利になるネットワークの構築・拡大も目指していたのかもしれない。
　Wachterをはじめとする，金細工師ギルドのフリーマンとなった「外国人」に加え，「上
述の監事の任期中のみ」すなわち 1年間のみロンドンで金細工師として活動する許可を与え
られた「外国人」も，年度ごとに複数見られる。彼らの場合は，13シリング 4ペンスなど 1

ポンド以下の比較的少額の納入である。フリーマンとなった「外国人」の中には，それ以前
に 1年間の活動許可を得ていたことが確認できる者もいる。たとえば，1423年度に 10ポン



7115世紀ロンドンの「外国人」金細工師

ドを支払ってフリーマンとなった Janyn Eskevynは，前年度には 1年間のみの活動許可を 6

シリング 8ペンスで得ていた（65）。1年間のみの活動許可を得た「外国人」の人数や金額，時
代による変化については別稿で論じるが，少なくとも，金細工師ギルドが「外国人」をひと
くくりにせず，おそらく滞在歴，技術力などによって区別していたこと，「外国人」側も，
必要な，あるいは取得可能な地位をロンドンの金細工師ギルドから得て活動しようとしてい
たことを指摘できる（66）。
　1435年度以降，Wachterが徒弟を登録していることが議事録から明らかになる。1435年
度には Lambard de Wauyterという徒弟を，1438年度には Adrianという徒弟をとっており，
いずれも徒弟の登録料として 20シリングを納入している（67）。この金額は当時の徒弟の登録
料の額として一般的であり，特に親方であるWachterが「外国人」であるということによる
違いは見られない。
　1435年に徒弟となった Lambard de Wauyterと思われる人物は，1436年 4月 18日の開封
書状録に登場する。王に忠誠を誓いイングランド王国に居住を認められた「外国人」の一覧
に，ブリュージュ出身でロンドン在住の Lambert de Wachterという人物が含まれているの
である（68）。この LambertとWachterの徒弟の Lambardが同一人物だとすれば，パリあるい
はフランドル地方出身のWachterが，同じ「外国人」である Lambardを徒弟にとっている
という点は興味深い。開封書状録の方で Lambert de Wachterがフランドル地方のブリュー
ジュ出身とあることから考えると，本節の冒頭で述べた通り，Raymund Wachterもその姓か
ら考えてフランドル地方出身であるという可能性が高くなる。あくまで推測にすぎないが，
Raymund Wachterも Lambard de Wauyter （Lambert de Wachter）もブリュージュ出身であり，
同郷の者を徒弟として採用したという故郷のネットワークを示唆する一例かもしれない。あ
るいは，単なる同郷というつながりよりもさらに近しく，親戚関係にあるという推測もでき
るが，現存する史料からは裏付けは難しい。なお，徒弟が親方の姓を名乗ることは少なくな
かったとされており，親方と徒弟が同姓であることのみから両者が親戚関係にあると結論付
けることはできない（69）。
　もう一人の徒弟 Adrianについては，徒弟登録と同年度の 1438年度の記述から，登録をめ
ぐってWachterと金細工師ギルドの監事の間で問題があったことがわかる（70）。内容は以下
の通りである。金細工師ギルドの監事 4名が，ヘンリ 6世治世第 16年（1438～ 39年）に
Wachterから Adrianという徒弟の登録料として 20シリングを受け取った。これが，前述の
通り，1438年度の徒弟登録の一覧に記録されているものである。にもかかわらず，監事ら
の望むところによると，Adrianの「友人たち」とWachterが，AdrianがWachterのもとにと
どまらないということに納得がいかなければ，上述の 20シリングはWachterが別の徒弟を
とる際にWachterが用いるものとなる。詳細は不明だが，AdrianがWachterのもとで徒弟訓
練をしないなら，登録料 20シリングはWachterが別の徒弟をとる際に用いてよいというこ
とだろうか。なぜこのような記述が議事録に残されたのかわからないが，Adrianは徒弟とし
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て登録されたものの，Wachterのもとで徒弟訓練を受ける意志が弱いように見受けられたの
かもしれない。この件についてはWachterが「外国人」であることが関与しているとは考え
にくいが，しいて関連付けるならば，「外国人」であっても金細工師ギルドの一員として徒
弟の厳密な管理を求められていたと言うことはできるだろう。
　次にWachterの名が議事録に見られるのは，1440年度の記述である（71）。Wachterは，1年
間地代徴収係 renterの仕事を免除されることについて，20シリングの罰金を支払うことを
監事と合意した，とある。同職ギルド内の役職の一つである地代徴収係は，同職ギルドが保
有する不動産からの地代を徴収するという重要な役割を持つと考えられる。この記述からは，
Wachterがその役職を打診されたか，あるいは先立つ年度にそれを務めていたことが推測さ
れ，1440年度の時点でWachterは金細工師ギルドの中でも有力メンバーと呼べる立場にあっ
たと考えられる。
　1441年度にも，Wachterが金細工師ギルドの中でも信頼に足る人物とされていたと考えら
れる記述がある。市参事会員という，ロンドン市の有力者と言える立場にある John Sutton

と “Dutchman” の金細工師 John Tankardとの間で，グロスター公が Suttonに注文した聖遺
物箱の製作に関して何らかのトラブルがあり，両者が金細工師ギルドの監事らに判断を委ね
たとある（72）。続く記述から，Reymund WachterとWilliam Mowbrayがこの件について当事者
らの了解を得て監事らとともに行動することになり，そこで監事とWachter，Mowbrayは
Suttonに，Tankardが製作で必要とするすべてのものの代金を支払うよう，またそのほかに
ついて Tankardが要求できるものについて，Tankardに 4ポンドを支払うよう命じたことが
わかる。この件に関してWachterがどのような活動をしたのかは具体的には不明だが，金細
工師ギルドの中でもめごとの解決者の一人となりうるような重要な立場にあったことは指摘
できる。「外国人」金細工師の，同職者の中での定着を見ることができる。Tankardが 

“Dutchman” であることも興味深い。
　以上，パリ出身とされる金細工師Wachterの例を見てきた。金細工師ギルドのフリーマン
となり，すなわちロンドン市民となり，徒弟を訓練し，金細工師ギルド内でのもめごとの解
決のために協力を求められるほどの立場を確立したWachterの経歴は，「外国人」金細工師
の経歴というよりもロンドンで徒弟訓練を受けた金細工師の経歴に近いのではないか。
Wachterの例が「外国人」としては特殊であることは重要だが，一方で金細工師ギルドが「外
国人」金細工師に対してもロンドンで徒弟訓練を受けた金細工師と同様に活動することを妨
げてはいなかったことを示す例として，「外国人」に対する同職ギルドの姿勢を考える際に
有益な視点を提供していると言える（73）。

　次に，Albright Andirnakを取り上げたい。その姓から，ドイツのアンダーナッハ出身と考
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えられる。レッダウェイらは，罰金を徴収された金細工師の一例として Andirnakが “Dutch”
の少年を訓練したことに触れているのみだが，議事録からはそのほかにも Andirnakの活動
が明らかになる（74）。しかし最初に取り上げておきたいのは，Andirnakのデニゼーション開
封書状である。
　Andirnakは，開封書状録の抄録によると 1406年 7月 16日にデニゼーション開封書状を
得ている（75）。これには，海外の出身である Andirnakは 22年間ロンドンに居住していて同市
の市民権を得ている，とあり，Andirnakはこのデニゼーション開封書状を得るために 20ポ
ンドを納入したようである。1406年の 22年前からロンドンに居住しているとあるため，
1380年代から金細工師として活動していたと推測される。また，ロンドン市の市民権を得
ているということは，金細工師ギルドのフリーマンになっているということだろう。これが
いつのことかは金細工師ギルドの議事録にも記述がなく不明だが，1406年の時点での
Andirnakは，すでに金細工師ギルドの一員として活動していたと言える。
　実際に Andirnakは，デニゼーション開封書状の取得から 3年前すなわち 1403年度に金細
工師ギルドの議事録に登場している。この年度に徒弟訓練をめぐって 3件で罰金を徴収され
ている。まず，レッダウェイらも言及しているが，“Dutch” の少年に仕事を教えたため，
100シリングの罰金を徴収されている（76）。次に，徒弟ではない複数の人物を訓練したために
100シリングの罰金を科されている（77）。3件目として，“cousin” の Henry van Aldernakを監
事の同意なく訓練したために監事の前に呼び出されている（78）。Henryは以後 7年間，
Albright Andirnakのもとで訓練を受けることとされ，Andirnakは 60シリングの罰金を科さ
れている。すなわち，Henryを徒弟として登録することを求められたのである。
　1403年度に監事の要求により正式に徒弟となったと考えられる Henry van Aldernakは，
その後も議事録に登場する。Andirnakは親方として監事が求める通り Henryに訓練を施し
たようで，1418年度に Henryは職人として金細工師ギルドに登録されている（79）。1403年度
に監事が要求した 7年間を大幅に超えているが，少なくとも Andirnakが Henryにしかるべ
き訓練を施したことは明らかである（80）。ただ，同年度に職人の登録をしたほかの 6名は当
時の職人の登録料である 2シリングを納入しているが，Henry van Aldernakの納入額は 16

シリングである（81）。金額の違いが Henryも Henryを訓練した Andirnakも「外国人」である
ことによるのか，単なる書記の書き間違いなのか，あるいはほかの事情があったのかは現時
点では不明である。しかし，この 1418年度に職人として登録された 7名の氏名と納入額の
うち Henry van Aldernakを含めた 4名分が，理由は不明だが 1390年度の議事録が記された
後の余白にも記されており，ここでは Henry van Aldernakの納入額も 2シリングとなってい
る（82）。これを考慮すると，Henry van Aldernakの 16シリングというのは書き間違いの可能
性も高いと考えられる。
　Henry van Aldernakは 1440年度の議事録にも登場する。宣誓した “Dutchmen” の一覧に
Henry van Aldernakが 2シリング納入していることが記されている（83）。さらに，England’s 
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Immigrantsのデータベースによれば，「外国人」に課された特別税の税額査定の史料から，
Henry van Aldernakが 1441年 9月から 1451年 8月まで 10回にわたって課税の対象となっ
たことがわかる（84）。税額査定の史料からは，自家保有者（householder）であり，Katherine

という名の妻がいることも明らかになる。この Henry van Aldernakと，1403年度に金細工
師の Albright Andirnakのもとで徒弟訓練を受け 1418年度に職人となった人物，1440年度に
Dutchmenとして宣誓した人物の三者はおそらく同一人物だと思われるが，そうであればア
ンダーナッハからロンドンに来て同郷の親方のもとで徒弟訓練を受け，その後ロンドンに定
着した例として注目に値する。
　Andirnakの活動に戻ると，Henryのほかにも職人がいたことが明らかになる。1412年度
の議事録で “Dutchmen” という見出しの下に 2名の職人の氏名が書かれているが，うち 1名
が「Albright van Andirnak の 職 人 の Johan Burryoure of Westphalia」で あ る（85）。Henry van 

Aldernakの徒弟登録が 1403年度，職人の登録が 1418年度ということを考えると，Henry

の徒弟訓練と同時期にこの Burryoureを職人として雇っていたと考えられる。Burryoureは
ウエストファリア出身とあることから，1412年度時点での Andirnakの家ではドイツ地方出
身の徒弟と職人が活動していたことになる。前項のWachterの例と同様，同郷者とのネット
ワークの存在が示唆される。
　Andirnakと金細工師ギルドのかかわりでは，特に徒弟との関係が多く見られた。興味深
いのは，“Dutch” の少年を訓練した，同郷者の徒弟や職人を雇ったという，同郷者とのつな
がりが目立ったことである。Andirnakはデニゼーション開封書状を取得しており，ロンド
ンに定着する意志があったことは明らかだが，同郷者とのつながりを重視していた点に「外
国人」としてのアイデンティティを垣間見ることができるのではないか。16世紀の「外国人」
金細工師についてルーは，ロンドンの「外国人」金細工師はイングランド人の徒弟を訓練す
ることには積極的ではなかったと結論付けているが，15世紀初頭に活動した Andirnakも，
その例の一人と言えるかもしれない（86）。ただし，Henry van Aldernakに関してはその後もロ
ンドンに定着していると推測されることから，徒弟が「外国人」であっても Albright 

Andirnakが「ロンドンの金細工師」を育成したと見なせることは，重要である。

　3人目は Henry Wortesburghである。議事録では “Dutchman” と記されている場合がある。
ジェファソンはその姓からドイツのヴュルツブルク出身としている（87）。この人物は，金細
工師ギルドに加入を認められており，徒弟の訓練に関する記述が複数見られるという点で前
項の Andirnakと似た事例と言える。レッダウェイらはその著書では触れていないが，金細
工師ギルドへの加入を認められた「外国人」金細工師の活動の例として取り上げておきたい。
　Wortesburghが最初に議事録に登場するのは，1402年度である（88）。この時，“Henry 
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Wortesburgh, Dutchman” は，不正な秤を用いたことを追及されている。議事録の記述によれ
ば，「ある時には軽すぎ，ある時には重すぎ」る秤を用いて「王国の人々をだました」とされ，
そのうえで「以後同様の不正行為が認められれば，聖ダンスタンの慈善基金に 20ポンドを
納入することとし，もし金銀を使って仕事をするうえで何らかの不正行為が認められたら，
同額を納入すること」とされた。20ポンドは大金であり，彼の行った不正が金細工師ギル
ドによって重大な不正と見なされていたことがわかる。ただし議事録のこの箇所の記述では，
今後の不正行為の場合の罰金は定められているが，不正な秤を用いたことに対しての罰は不
明である。このWortesburghの記述の前にある 4件も，同様に不正行為や不法行為に関する
ものであるが，いずれもすでに指摘された行為そのものに対する罰ではなく，以後同様の行
為を行った場合の罰が示されている。実行された行為そのものについて何の罰もなかったと
は考えにくいため，おそらく議事録には記されていないものの罰金の徴収等は行われたと推
測される。このように処分については不明な点が多いが，Wortesburghが 1402年度の時点
で金細工師として活動していたこと，金細工師ギルド側が彼の不正を把握していたことは明
らかである。しかし議事録のこれより前に，Wortesburghが短期間の活動の許可を得たとい
う記述は確認できず，また後述するようにWortesburghがギルドに加入したのはこの件の 2

年後，1404年度のことである。「外国人」金細工師に対する活動の許可と実際の活動との前
後関係は，ほかの「外国人」の例も含め，今後検討する必要がある。
　次にWortesburghが議事録に見られるのは 1404年度の徒弟の登録であり，John Trevilyas

を登録している（89）。Wortesburghはこの年度に金細工師ギルドへの加入を認められているが，
ここではまず，1404年度以降も含めWortesburghがかかわった徒弟および職人についてま
とめて述べておきたい。この Trevilyasの後，1409年度には Nicholas Lovetを，1411年度に
はWilliam Skotを，それぞれ徒弟として登録している（90）。このうち Lovetについては，その
後 1417年度に職人として宣誓したことが議事録に記され，Wortesburghが徒弟訓練を修了
させたことがわかる（91）。また，1417年度に「以前 Henry Wortesburghの徒弟だった」John 

Waterleyが職人として宣誓している（92）。これらの徒弟および職人について，特に“Dutchman”
など「外国人」であることを示す記述はなく，イングランド人である可能性も高い。後述す
るように，Lovetについては議事録の後年の記載から「外国人」ではないと考えられるが，
すべての「外国人」に対してそれを示す文言が氏名に付されたり，反対にイングランドある
いはロンドン出身である場合にそれが明記されたりするわけではないため，議事録に登場す
る金細工師の出身地について断言するのは難しい。もしWortesburghの徒弟および職人がイ
ングランド人であるとすれば，「外国人」の金細工師がイングランド人の後継者を育ててい
た例として，前項の Andirnakとは異なる例を示していると言える。
　また，徒弟および職人に関する記述から考えると，Wortesburghは同時期に複数の徒弟を
訓練していたと推測される。同時に訓練してよい徒弟の人数を定めた規約は金細工師ギルド
に関しては現時点では未確認だが，レッダウェイらは 1349年から 1410年までの親方に関す
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る調査で，生涯で 7名から 16名の徒弟をとっている親方が 46名いることを明らかにしてお
り，同時期に複数の徒弟をとることは問題なかったと考えられる（93）。Wortesburghのような
「外国人」にも同時期に複数の徒弟を訓練することが可能だったことは，Wortesburghが
1404年度に金細工師ギルドのフリーマンとなったことが関係しているのではないか。「外国
人」であるかどうかという点よりも，ギルドの正式なメンバーであるかどうかが，ロンドン
で金細工師として働くうえで重視されたと推測される。
　これらの徒弟および職人のその後について，明らかになる範囲で補足しておきたい。John 

Trevilyasはその後，ロンドン市内の修道院に許可なく滞在し，不良品を製作していたよう
である（94）。詳細が 1436年度の議事録に記されている。1437年 4月 20日に，金細工師ギル
ドの監事 4名が聖バーソロミュー修道院に行き，修道院長と，そこに居住している複数の違
法な労働者についての話をした（95）。そこに現れた「かつては金細工師ギルドのよい職人で
あった」Trevilyasは，聖バーソロミュー修道院の境内に不正に居住している者のうちの一
人であり，修道院長が彼に部屋を開けるように指示して彼の部屋に院長と監事が入った。部
屋には，「直ちに粉々に崩れてしまう様々な帯状の合金」や「ほぼ確実に，良質の銀として
売られてきたであろう銀でメッキされた銅の破片」があったとのことである。議事録の記述
からは Trevilyasにどのような処分が下ったのかはわからない。「外国人」金細工師について
何らかの情報が提供されているわけではないが，徒弟として登録された人物のその後を示す
例として興味深い。
　一方，Nicholas Lovetは，1417年度に職人として宣誓したのちもロンドンで金細工師とし
て活動していたようである。1422年度に Thomas Leedsという徒弟を，1424年度に John 

Bartholomewsonという徒弟を，1427年度には氏名はおそらく書記の手違いで空欄になって
いるが 1名の徒弟を，1428年度には Robert Russellという徒弟を，それぞれ登録している（96）。
Lovetはまた，1436年の，カレーに武器と兵士を送った際の経費の負担者の一覧に登場して
おり，この一覧によれば，この時点で Lovetはリヴァリであった（97）。この一覧は，本稿２（１）
で述べた通り，1436年時点でのリヴァリ，ヨーマン，“Dutchman” すなわち「外国人」それ
ぞれに分けて個人の納入額が記されているため，少なくともこの時点で Lovetは「外国人」
とは見なされていなかったことがわかる。Wortesburghが 1411年度に登録した徒弟William 

Skotのその後は，議事録を調査した限りでは不明である。
　John Waterleyは，1417年度に職人として登録された翌年，William Fosterという徒弟を登
録しているが，職人となって直ちに徒弟登録ができたのかは疑問である（98）。その後 1420年
度には，ギルドの元成員の追放に関する記述で，おそらくギルド内の有力者とされている
52名のうちの一人として氏名が挙がっている（99）。1422年度には John Bukという徒弟をとっ
ている（100）。1423年度の記述は興味深い。Claysという “Dutchman” が，監事の許可を得ず
にWaterleyとともに活動していたために 6シリング 8ペンスの罰金を科されているのであ
る（101）。Waterley自身が「外国人」かどうかは不明だが，ヴュルツブルク出身の親方のもと
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で徒弟訓練をしたWaterleyがその後 “Dutchman” とともに活動しているという点に，「外国
人」間のネットワークの存在を推測することができる。少なくとも，ロンドンで活動する金
細工師にとってやはり「外国人」とのかかわりは日常的なものだったことは指摘できるだろ
う。1427年度には新たな徒弟，Laurence Lethlyonを，1432年度には John Fayrehedeを登録
している（102）。
　Wortesburghが訓練した徒弟や職人のその後をたどってきたが，LovetとWaterleyについ
てはその後もロンドンの金細工師として徒弟の訓練をするなど活動していることから，
Wortesburghは後継者を育てるという点において金細工師ギルドに貢献したと言える。Lovet

やWaterleyの出身地は不明だが，彼らが「外国人」であったとしてもWortesburghが「ロ
ンドンの金細工師」を育成したことは確かだろう。
　Wortesburghが金細工師ギルドのフリーマンとなったのは 1404年 8月 4日のことであ
る（103）。彼はこのために 20マークを納入している。徒弟の訓練や職人の雇用に関する許可は
記されていないが，前述の通りその後のWortesburghの活動を見ると，徒弟の訓練や職人の
雇用も許可されていたのだろう。
　議事録から明らかになるWortesburghの活動をまとめると，不正行為で罰金を科され，ギ
ルドの成員となり，徒弟を訓練しているという姿が見られ，「外国人」であることがその活
動に特徴をもたらしているとは言い難い。議事録の記載からは，他の「外国人」との直接的
なつながりも見えてこない。むしろ，ギルドの成員になるために高額を納入しているという
点を除けば，「外国人」であってもロンドン「出身」の金細工師と同様に活動することが可
能であった例として提示しておきたい。金細工師ギルド側から見れば，「外国人」をもロン
ドンの金細工師として扱っていたことを指摘できる。

　以上，3名の「外国人」金細工師の活動の例を見てきた。当然ながら，これらの金細工師
が「外国人」金細工師の一般的な例だったわけではない。むしろ，金細工師ギルドのフリー
マンとなっているという点で特殊な例であろう。また，彼らに関する史料は議事録が大部分
であるため，リチャード 3世の戴冠式の会計簿にも登場したMarcellus Mauresほどにはそ
の活動の内容を明らかにするのは難しい。しかしながら，断片的な情報をつなぎ合わせるこ
とで，彼らがロンドンの金細工師ギルドの中で存在感を放ち，徒弟訓練をロンドンで受けた
金細工師と同様の，あるいはそれ以上の規模の活動を行っていたということが示されたと言
えよう。

　本稿では，金細工師ギルドの議事録に見られる「外国人」について，その人数，出身地，
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活動内容を概観したうえで，3名の「外国人」金細工師について具体的な活動内容をたどっ
てきた。3名の例から指摘できる点をまとめてみたい。
　第一に，「外国人」金細工師とロンドンの金細工師ギルドとの接点である。ロンドンで金
細工師として活動するための一時的な許可を得る，不良品製作や規約違反で罰金を徴収され
る，といった多くの「外国人」金細工師に共通するであろう接点に加え，Wachterの例から
はギルドの役職に就く，ギルド内で信頼される人物になるという接点が見られた。Wachter

はギルドのフリーマンとなっただけでなくデニゼーション開封書状も得ていると推測される
ことから，金細工師ギルド側が「外国人」であることをことさらに意識していなかったと考
えることもできる（104）。そうであるならば，金細工師ギルドのフリーマンとなることと，デ
ニゼーション開封書状を得ることの「外国人」にとっての効果を検討する材料となる。ある
いは，金細工師ギルド側がそれらを取得した「外国人」をどのようにとらえていたかを考え
る際にも有益な事例と言える。少なくとも，「外国人」金細工師の中では特殊な事例であるが，
「外国人」がロンドンでたどったキャリアの一例として意味を持つ例である。
　第二に，ここに挙げた 3名に対する不良品製作や規約違反への制裁を見る限りでは，金細
工師ギルドが不良品製作や規約違反に関して，「外国人」だから一層厳しい対応をした，あ
るいは反対に取り締まりの手を緩めたということはなかったと推測される。多くの場合，毎
年度の議事録には罰金の徴収がまとめて記されるが，3名の「外国人」金細工師に対する制
裁と，その前後に記される「外国人」以外の金細工師に対する制裁とに大きな違いは見られ
なかったからである。「外国人」であれ，ロンドンで徒弟訓練を終えた者であれ，ロンドン
で金細工師として活動する以上は金細工師ギルドがその行動や製品を監督し，しかるべき対
応をとるという点が確認された。
　第三に，3名の例から，金細工師ギルドのフリーマンとなっても，デニゼーション開封書
状を得ても，「外国人」間のネットワークは直接的あるいは間接的に維持されていたと推測
される点を指摘したい。そのネットワークの重要性は個人によって異なると思われるが，「外
国人」金細工師としてのアイデンティティの一面が見られたと言える。ほかの「外国人」金
細工師の事例も検討していくことで，ロンドンで活動していた「外国人」のアイデンティティ
について何らかの見通しが示されることが期待される。
　第四に，徒弟の育成や職人の雇用について，徒弟や職人のその後の状況が明らかになった
ことから，徒弟や職人が「外国人」であってもそうでなくても，この 3名はロンドンで活動
する金細工師を育成していたととらえられることは重要である。今後さらに「外国人」金細
工師の活動を検討していくにあたって注目すべき点を提供している。
　3名の「外国人」金細工師の活動を見てきたことで明らかになったこれらの点は，ロンド
ンあるいはほかのイングランド諸都市で商工業者として活動した「外国人」を考える論点と
なるだろう。繰り返しになるが，ここで取り上げた 3名は金細工師ギルドのフリーマンとなっ
ており，決してそれが特異なことではなかったとは言え，やはり多くの「外国人」金細工師
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の中では特殊な事例である。多くの金細工師は短期間での活動の許可を繰り返し得て働いて
いたと思われる。場合によっては，16世紀についてルーが示しているように，短期間の滞
在ののち出身地に戻った者が 15世紀にもいたのかもしれない（105）。しかしながら，本稿で取
り上げた 3名の事例は，特殊な事例であるからこそ，何が彼らの活動を可能にしたのかを考
える視点を提供しているとも言えるのではないか。彼らの活動を可能にしたのは，彼らの技
術力やロンドンにおけるネットワーク形成，同郷者とのつながりなどだけではなかっただろ
う。当時の王権，ロンドン市当局，金細工師ギルド，ロンドンの人々の状況やそれらと「外
国人」との関係も大きくかかわっていたはずである。この点については今後の検討課題とし
たい。
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